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協働のまちづくりに向けた「未来づくり説明懇談会」議事録（主旨要約） 

 

 

 

 

 

１．あいさつ（町長） 

  同趣旨のため省略（英比小学校体育館参照） 

 

２．「住民税１％町民予算枠」制度 概要説明（担当 廣口） 

  わくわくアイデア事業について・わくわくコラボ事業について  

  制度の概要説明及び募集要項に沿った各事業の説明        

 

《「住民税１％町民予算枠」制度に関して質疑》の主旨要約 

 

①）アイデア事業で採択された提案者には何か賞みたいなものを与えてはどうです

か。（宮津山田） 

答）今後検討します。（担当者） 

②）事業提案、企画提案できる者、団体が思想信条だけで差別されることがないよ

うにしていただきたい。（宮津） 

答）参考意見として伺います。（総務部長）※その後資料一部修正 

③）６５０万円を予算とした１つの事業が採択されることもありますか。 

（宮津団地） 

答）提案された事業が素晴らしいものならば、採択される可能性はあります。予算

額が大きいものならば当然審査も厳しくなります。（担当者） 

④）審査委員会の委員で「見識のある方」はどんな人たちですか。（宮津団地） 

答）教育委員会委員長、社会福祉協議会会長などです。（担当者） 

⑤）第一印象として難しい。提案の具体例があれば教えて欲しいです。（宮津団地） 

答）皆さんからいろいろな意見をいただきたい。あまり難しく考えないで欲しい。 

（町長） 

⑥）募集期間が短いように思います。期間を延ばしてみてはどうですか。（宮津団地） 

答）来年度の予算に反映するためにこの期間となりました。来年度以降も制度を続

け、提案を受け付けていきたいです。（町長） 

⑦）６５０万円では収まりきれない事業の場合どうなりますか。（宮津山田） 

答）アイデア事業、コラボ事業間で調整します。（町長） 

⑧）費用対効果の基準みたいなものはないですか。（宮津団地） 

答）とらえ方は難しいです。そのことばかりにとらわれないで欲しいです。（町長） 

⑨）評価点の高い順に選ばれることは間違いないですか。（宮津団地） 

答）審査委員の評価による点数で決まります。（担当者） 

□日 時    ５月１０日（木）午後７時～午後９時 

□会 場    宮津団地老人憩の家  

□参加者    町側１０人、地区側２６人         
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⑩）評価点が高いものが特定の地区に固まっても変更はないですか。（宮津団地） 

答）地区により調整することはありません。評価点で決まります。（総務部長） 

⑪）予算額は１３００万円で決まっていますか。（宮津山田） 

答）平成２３年度の決算額により平成２５年度の事業額が決定します。１３００万

円は目安額です。（担当者） 

⑫）コラボ事業の対象になりそうな、町から補助金を受けていない団体がどれぐら

いありますか。（宮津団地） 

答）補助金を受けていても、補助金の対象となる活動とは違う、新たな活動を企画

すれば提案できるので、一概には言えません。（担当者） 

 

 

３．参加者との懇談 

《町制全般に関して意見交換》の主旨要約 

 

①）ゴミの減量のため、今以上にいろいろな施策を行った方が良いのではないです

か。（宮津山田） 

答） 減量に協力していただけるように努力します。料金を取るのも一つの手ですが、

そうならないようにしていきたいです。（町長） 

  できるだけ減量に効果的な施策を考えていきます。（建設経済部長） 

②）最近小さい子が巻き込まれる交通事故が全国で多発しています。保育園の近く

や通学路の道路で、車がスピードを抑制するような方法を考えて欲しいです。 

（宮津団地） 

答）半田警察とも協力して、交通安全の啓発活動を推進していきます。（総務部長） 


